
国語科 (現代文 B)

話し合い・発表を通して、『永訣の朝』の読み方を修正し、意図を

とらえる

内容 (1)イ  文章を読んで,書き手の意図や,人物,情景,心情の

描写などを的確にとらえ,表現を味わうこと。

1 単元の日標

近代以降の代表的詩歌である『永訣の朝』に用いられている語句の本文中での意味を

考えさせ、話し合いの場を設定して生徒間で個々の考えを修正し発表することで、作品

を的確に理解し、適切に表現する能力の養成と、国語の向上を図る態度の涵養を目指す。

2 単元の展開 (全 4時間)

段階 学習活動 指導上の留意点

第一次

(1時間)

「雪」 (三好達治)を朗読 し、

聞き取 リテス トとして書き取 ら

せ る。

「雪」の時間・場所 。人物を確

認する。

雪にまつわる言葉を学習 したの

ち、 「雪」で降っている雪とし

て適切な名称を考えさせる。

授業へ集中力をつけるとともに、漢

宇・平仮名・句読点の表記の使い分

けに着 目させる。

作品のイメージを具体的なものにし

ていく。

まず個人で考え、次に 4人 1組で話

し合い、答えを修正 して発表 させ、

更に教師が修正する。

第二次

(2時間)

「永訣の朝」 (宮沢賢治)を朗

読 し、表現上の特徴を答えさせ

る。

「永訣の朝」に設定された状況

を確認する。

詩歌における表現を学習 したの

ち、 「永訣の朝」の 「みぞれ」

の比喩を考えさせる。

方言 。同じ表現の繰 り返 し・表現の

変化に着 目させ、作者の意図を想像

させる。

作品に登場する具体的なものの役割

をおさえる。

まず個人で考え、次に 4人 1組で話

し合い、答えを修正 して発表 させ、

更に教師が修正する。

第二次

(1時間)

。「永訣の朝」の 「みんな」の対

象を現在の世界に置き換えて、

考えさせる。
。「永訣の朝」の中で好きな句を

選ばせる。

・ 「おまえとみんなとに」の部分が最

終的に追加 されたことを指摘 して、

具体的に考えさせる。

・理由をつけて選ばせ、発表すること

で多様な視点を理解する。
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3 解説

今回、新学習指導要領の先行実施に伴い授業改善をする機会を得て、現代文の授業の

意義について考察 した。

現在は、インターネ ットの普及により、情報の収集は容易になり、情報の信頼性が重

要視 されるようになった。検索エンジンの Googleは検索度数の多 さにより情報の提示

順位を決定 し、フリー百科事典の Wikipediaは 修正を加 えることで内容の精度を高めて

いる。

授業の目的が解釈の伝達であれば、教室以外の場所でも解説書や参考書を読むことで

目的を達することができる。教室で授業を受ける最も重要な意義は、生徒に解釈を作 ら

せ、他の解釈に接することで刺激を受けることにある。また、受験指導に効果的な方法

として、生徒の解答を添削 したものを誤用例 として示 し注意を喚起することがある。そ

こで、まず生徒が個人で解釈を作 り、次にグループで話 し合 うことで修正 し発表する活

動を取 り入れた。更に、生徒の解答を教師が公開添削をすることで補正するようにした。

このプロジェク トの研究テーマは、「言語活動の基盤 となる実践的な読解力・表現力

の育成」である。

新学習指導要領では現代文 Bの 内容の取扱い (1)に 「総合的な言語能力を養 うため,

話すこと・聞くこと,書 くこと・及び読むことについて相互に密接な関係を図り,効果

的に指導するようにする。」とあり、総合的な言語能力を養わせることがねらいとされ

ている。

今回の授業においても、まず生徒個人で作品を読み、考えを書き、次にグループで相

互に考えを話すと同時に他の考えを聞き、全体の考えをまとめる活動をすることで四技

能の育成を図つた。「雪」では登場する雪の実例を考える過程で、雪にまつわる言葉を

学習し語彙を増やし、その知識を活用して作品世界を想像する力を養った。「永訣の朝」

に登場するみぞれの比喩を考える過程で、詩における表現技法を学習し効果を考え、そ

の技能を活用 して省略されている内容を想像する力を養った。

さらに、「永訣の朝」では妹の死去を悼みつつ「みんな」の平穏を願つているが、宮

沢賢治が現在の世界にいたら、どのような人々を「みんな」の対象とするかと生徒に考

えさせたところ、日本の震災や世界の紛争の被害者を挙げることができた。そこで、成

果としては、今回の指導において活用型学力の育成をとおして学習の質が上がり、新学

習指導要領で重視されている、文章を的確に理解 し、適切に表現する能力を高め、国語

の向上を図ることにつながったと考えられる。

4 参考資料

『大人のための国語教科書』 月ヽ森陽一著 (角川oneテーマ21)

『 空の名前』高橋健司著 (角 川書店 )

『永訣の朝復刻原稿』宮沢賢治著 (宮沢賢治記念会)

『春の先の春へ 震災への鎮魂歌』古川日出男著 (左右社)

『 中学・高等学校ディベー ト授業が楽々できるワークシー ト』池田修著 (学事出版 )
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国語科 (古典A)

音読・暗唱を通 して、『源氏物語』の文体に親 しみ、関心や理解を

深める

内容 (2)ア 古文や漢文の調子などを味わいながら音読,朗読,暗
唱をすること。

1 単元の目標

音読・暗唱を重視 して、わが国の代表的古典文学である『源氏物語』の文体に親 しま

せることを軸に、双方向のや りとりを介 した逐語訳的解釈および文法的理解に基づき、

基礎的な古典読解の能力の養成 と、古典を愛する態度の涵養を目指す。

2 単元の展開 (全 6時間)

段 階 学習活動 指導上の留意点

第一次

(1時間)

難読古語や古典常識を回頭で復習

し、文学史的知識をノー トに整理

して記述させる。

冒頭部の範読を参考にして教科書

にルビをふらせ、冒頭部を板書 し

音読・暗唱させる。

冒頭部を句読点毎に範読 して、助

動詞を指摘させ、活用形と意味を

解答させる。

発声により生徒の集中を促 し、覚えて

いない場合や新出事項は必ず復唱さ

せ、学習状況を確認する。

ルビをふることで読みの抵抗を減らし

て、知識の精度を高め、一斉読みで文

体に慣れさせる。

助動詞の個数や基本形を教えるなど手

掛か りを与え、指名 して発表 させ確認

する。

第二次

(3時間)

難読古語や古典常識を口頭で復

習する。

「桐壺」第一段落の本文プリン

トを配布 し、品詞分解と助動詞

の意味を確認し、場合によって

は口頭で確認テス トをする。

説明を加えつつ逐語訳をして文

意を確認する。

授業の導入で毎時間、継続 して確認

する。

冒頭文を文節毎に板書 し、暗唱させ

たのち、行末から徐々に消 して行頭

を残 し、最終的には何も見ずに暗唱

できるようにする。

現代語訳は板書せず、生徒に指名 し

発表させる。

第三次

(2時間)

注意する語の確認や誤 りやすい

語の識別をする。

敬語の種類と敬意の方向の確認

をする。

単元毎に演習を繰 り返すことで知識

の定着を図る。

敬語を手掛かりにして複雑な人間関

係を整理する。
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3 解説

これまで継続 して学習してきた古文の知識をふまえ、文脈に沿つて正しく読解 し、鑑賞

を深める教材として設定する。既習事項の「敬語の用法」や、登場人物を整理 しながら読

む能力をさらに伸ばしたいと考えた。

これまで『伊勢物語』『大鏡』の単元で、歌物語 。歴史物語それぞれの傑作に触れ、そ

の魅力を読み味わってきた。それらに続き、我が国の代表的古典文学である『源氏物語』

を読むことで、よりいっそ う古典に親 しむ態度を涵養 しようとした。

主人公光源氏とその周辺人物の動きを中心に、描かれる人生の諸相が、根底において生

徒たちの日常と必ず しも隔絶 していないことを知らせるよう工夫 して指導 した。

現行の学習指導要領における「古典」の日標には、「古典としての古文と漢文を読む能

力を養 うとともに、ものの見方、感 じ方、考え方を広くし、古典に親 しむことによつて人

生を豊かにする態度を育てるJと ある。

ここでい う「読む能力Jと は、「文法、語彙、文学史的背景」といつた知識面の習得と、

「文章や作品に表れた思想や感情」といつた内容面の理解・共感 (追体験)の双方が含ま

れると思われる。

新学習指導要領ではこれに、「我が国の伝統と文化に対する理解を深め、生涯にわたつ

て古典に親 しむ態度を育てる (古典A)」 「古典についての理解や関心を深めること (古

典 B)」 という文言が加わる。

その中でも特に、古典A「 内容」に示された「(1)古文や漢文の調子などを味わいながら

音読、朗読、暗唱をすること」や、古典 B「 内容の取 り扱い」に示された「(2)古典を読み

深めるため、音読、朗読、暗唱などを取 り入れるようにする」といつたことが、従来の古

典授業に欠けがちであった実態を踏まえ、あえて明記されたのではないかと考える。今後

の指導では、音読・暗唱が重視されていくであろうと予想する。

今回の単元で当初、生徒は授業の展開の速 さに戸惑つたが、同じ展開を繰 り返すこと

で徐々に慣れて、助動詞の識別も短時間でできるようになった。また、板書は本文 と品

詞分解のみとして、現代語訳は口頭で説明することで、板書を見て現代語訳ができるよ

うになつた。そ して、生徒による活動を取 り入れることで、古典の時間が楽 しみである

生徒が増え、意欲・関心とともに集中力が高まつた。そこで、成果 としては、今回の指

導が新学習指導要領で重視 されている、基礎的・基本的な知識・技能の習得 とい う言語

活動の充実につながったと考えられる。

4 参考資料

『古文研究法』小西甚一著 (洛陽社)

『 「分かりやすい教え方」の技術』藤沢晃治著 (講談社ブルーバックス)

『教育力』齋藤孝著 (岩波新書)

『高校生が夢中になる知的な授業』大田輝昭著 (明治書院)
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国語科 (古典 B) 北稜高等学校

様々な資料を通 して、『鴻門の会』の世界を想像 し、伝え合う

内容 (2)工  古典を読んで関心をもった事柄などについて課題を設

定し,様々な資料を調べ,そ の成果を発表 したり文章

にまとめたりすること。

1 単元の目標

資料を活用 して、わが国に古 くから親 しまれてきた古典作品である『鴻門の会』の

内容を「かわら版」にすることで、表現活動に基づき、能動的な学習姿勢への転換 と、

人生を豊かにする態度の酒養を目指す。

2 単元の展開 (全 6時間)

段 階 学習活動 指導上の留意点

第一次

(4時間)

「鴻門の会Jの歴史的背景を説明

し、関連作品やエピソー ドの紹介

をする。

本文を範読 し、生徒ペアで本文音

読 と返 り点打ちを交互に行 う。

助詞・助動詞・置き字を確認 し、

本文の内容を説明 し、白文を読む

練習 と確認をする。

かわら版の作成について説明す

る。

かわら版作成の指導については、読者

を惹きつける効果的な見出し、立場に

基づ く視点をしっか り持った記述、出

来事を要領よくまとめた概略の記述、

参考文献にあたり必要な情報を集め

ようとした姿勢、登場人物への理解を

深めようと努めた姿勢、登場人物の人

柄を感 じさせるような会話の表現の

工夫などの点に留意する。

第二次

(1時間)

グループを指示 して、かわら版を

作成する。

授業時間外の作業や図書室の参考文献

の活用を促す。

第三次

(1時間)

かわら版発表会として、 生徒達

を4グループに分け、各グループ

で10名分程度かわら版を読ませ、

優れたかわら版の選考を行い、代

表者に優秀作品として選んだ理

由を述べてから発表をする。

かわら版発表の指導については、他の

かわら版を読んでものの見方を広げ

感 じ方を豊かにする姿勢、基準に沿っ

てかわら版を評価する自分の考え、互

いの立場や考えを尊重 して下 した評

価についての話 し合い、発表の場に応

じた適切な話 し方や聞き方などの点

に留意する。
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3 解説

平成25年度より実施される新学習指導要領では、第 1節 。第 1款 「目標」に「想像力」

という語が付け加わっているが、ここに言 う「想像力」とは指導要領解説によれば「様々

な資料を基に」すべきものであり、 「根拠に基づき先を見通す」論理的な側面もあると述
べられている。今回の漢文かわら版作成にあたってはこの点に留意 し、図書部に依頼、府

立図書館からも蔵書をお借 りして参考文献をそろえたコーナーを設置していただいた。そ

して、自分の頭だけで考えるのではなく、図書等を参考にして有用な情報を探 し、それを

基にして想像力を働かせ、漢文かわら版を作成するよう指導した。 (実際にはマンガやイ

ンターネットを利用 した生徒が多かった。)こ のような学習活動を通 して、生徒の心情を

豊かにすることを目指す。グループによる話 し合い 。発表形式の授業については、学習指

導要領の第 1節・第 1款 「目標」にある「伝え合 う力を高めるJこ とを目指 した。指導要

領解説では「互いの立場や考えを尊重 しながらJ、 「円滑に相互伝達、相互理解を進めて

いく能力」が 「伝え合 う力Jであり、今後はこのような力を高めることを通 して、「良好

な人間関係づくりや健全な社会づくりに積極的に関わろうとする意欲や態度」を育成する

ことが求められている。 1グループ 7名 とい う少人数のグループで評価基準の軽重やそれ

ぞれが出した評価について意見を交換 し、合意を築きながらより優れた作品を選ぶことで、
「伝え合 う力」を高めることを目指 した。

今回のかわら版作成にあたって、図書などの情報を参考にして取り組むよう指導したが、

結果はインターネット利用が22名 、図書利用が13名 (内 マンガ 5名 )であつた。大学生の

レポー トにおけるコピーアン ドペース トが話題になっている昨今、高校生とて例外ではな

いことをあらためて思い知らされた。この点について、意図してはいなかったものの上手

くいつたのが「登場人物へのインタビュー」の部分であつた。この部分に関しては、登場

人物の生の声を載せなければならないので、インターネットからのコピーは通用 しない。

どうしても一度自分の中に情報を取 り込んで、登場人物のフィルターをかけて、生きてい

る者の声として出さなければならないのである。安易なインターネット利用をさせないた

めに、我々の側に一工夫が求められていると思つた。生徒は活動へ意欲 。関心をもつて取

り組んでお り、古典の授業を楽 しむことで、教材への理解が深まった。そこで、成果 とし

ては、今回の指導が新学習指導要領で重視 されている、基礎的・基本的な知識・技能を

活用 して課題を解決するとい う言語活動の充実につながったと考えられる。

4 参考資料

『 項羽 と劉邦』司馬遼太郎著 (新潮文庫 )

『項羽 と劉邦 若き獅子たち』横山光輝著 (潮 出版社 )

『新釈漢文大系 史記 (本紀)』 吉田賢抗著 (明 治書院)
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1     設

総合的な学習の時間「北稜エッセイ」の全体計画について

定 目 標

本校では「テーマ性のある普通科」 として、「自分で考え自分で表現するJこ とを

学習 目標の一つに掲げ、各学年に「北稜エッセイ I・ Ⅱ・ Ш」を設定す る。

そこで、全ての教科の基礎学力 となる「読解力」や 「思考力」、「表現力」を養い、

「意欲・関心」を高める。

具体的には、

(1)計画的な読書で様々な分野に対する読解力を伸ばす。

(2)新聞や資料で小論文を作成する論理的思考力や表現力を育てる。

(3)意見交流や進路学習で問題発見能力や解決能力を培 う。

の点に留意するも

2指 導 体 制

-17-

第 1・ 2学年

クラス単位の講座編成をもとに国語科による基礎的

な演習を行 う。

ヽ

ノヽ 覺

|、

]ノ

第 3学年

進路希望の講座編成

をもとに各教科によ

る発展的な演習 を行

う。

ψ グ
第 1学年

(1)課題図書 リス

トを活用 し、身近な

分野の読書を して、

社会に対す る興味・

関心を高める。

(2)新聞を通 して、

論理的な展開の仕方

を学び、意見文を作

成す る。

(3)討論や発表活

動で、今 日的な課題

への理解 を深め、間

題点を発見して解決

する。

第 2学 年

(1)課題図書 リス

トを活用 し、広範な

分野の読書を して、

社 会 に対 す る分 析

力・判断力を高める。

(2)新聞を通 して、

論理的な構成の方法

を学び、小論文を作

成す る。

(3)志望理由書の

作成で、進路 目標ヘ

の理解 を深め、自分

の適性や課題を確認

する。

第 3学年

(1)課題図書 リス

トを参考に、専門分

野の読書を して、社

会に対する問題意識

を高める。

(2)資 料を通 して、

効果的な表現のあ り

方を学び、 レポー ト

を作成す る。

(3)発展的な演習

で、専門分野への理

解を深め、希望進路

の実現に対 して前進

す る。
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∞
×
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０
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０
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ノ
ヽ

゛
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∞

∞
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ヽ

く

卜
【

【
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い

一
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０

「
×
く
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∞
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ヾ
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く

ヽ

∞
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∞

ヽ
―
ミ
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ヽ
―
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●
ミ
゛
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叩
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―
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Ｃ
Ｓ
卜
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ヽ
１
ミ
ヽ
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や
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０
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Ｃ
終
Ｃ
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ヽ
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゛
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０
ば
「
駆
奮
い
係

い́
製
痙
掏

翠
彗
Ｃ
＾
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Ｃ
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Ｃ
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Ｈ
里
Ｏ
ん
ヽ
い
ヽ
　
終
田

（曜
節
職
）
０
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∞
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０
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燎
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Ｎ
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＾
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０
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莉
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Ｃ
）
く
軍
◎

（像
０
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螺
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Ｃ
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Ｃ
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Ｏ
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Ｃ
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Ｋ
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２
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８
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ヌ
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゛
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螺
烈
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Ｒ
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Ｃ
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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Ｃ
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゛
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掏
撃
斌
゛
）
銀
）
ぺ
捻

壼́
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０
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０
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Ｃ
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＜
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塵
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緊
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゛
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０
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縦
価
）
い
や

′撻
極
緊
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０
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゛
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里
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掏
掏
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０
‘
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０
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０
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縦
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０
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０
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縦
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０
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Ｃ
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０
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０
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Ｃ
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∽
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Ｓ
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縁
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Ｓ
卜
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Ｃ
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８
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「
゛
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Ｃ
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樽
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０
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）
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）
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Ｏ
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）
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０
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く
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０
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Ｃ
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一
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／
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Ｒ
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Ｃ
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車
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収
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合
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や
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）
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～
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い
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や
や
莉
ス
Ｃ
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興
Ｃ
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こ
ヽ
ヽ
卜
Ｃ
Ｒ
肛
韓
掏
製
姜
ヾ

′壼
長
氷
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¨
Ｄ
く
服
）
埋
褒
製
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牟
肛
慟
―
＋
壼
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長
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。
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い
Ｏ
Ｎ
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一
）

「い
＝

０
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Ｎ
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「
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ネ
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蓉
０
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回
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０
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職

Ｈ

ヽ

１
ミ
ヽ

衆

冊

せ
讐

ポ
撃

く

軍

衆

稿

セ
聖

よ
摩

回
　

唱

（
゛
）
ｏ
く
０

一
ヽ
理
鯉
慰
）
崚
賊
■
墜

令
Ж

，
０
　
０

ｏ
［
）
疇
α

゛
‘
）
い
く
Ｌ
曇

К
ヽ
ヽ

国
製
Ｓ
嶽
帥
期
爆
Ｃ
氣
製
Ｃ
り

Ｋ
Ｃ
ミ

ム
、
い
【
詢
０
２
く

【

喋
旧
Ｓ
ミ
ー
ーー
詢
‘

莉
＜

そ

い

‘

掏

「
ぶ
献
Ｃ
郷
゛

゛
■
埋
！
霞
α
」

測
本
騨
Ｃ
口
撻

４
１
向
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騨
Ｃ
撫
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く
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Ａ

４
К
”

ｃ
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口

∽
ヽ
く
～
）
ヾ
●
罫
螺
Ｃ
採
設

継
Ｃ
眠
翠
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エ
Ｉ
Ｈ

′、
ヽ
く
Ｃ
佃
掏
憔

ヽ
、
、
小
Ｓ
ミ

ユ
、
か
Ｎ
奪

収
　
誌
　
０

。卜
）
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劇
刹
呵
釧
樹
封
劉
祠
劇

。小
柿
０
黎
掏
ヾ
壼
熙
籠
ゆ
奮
Ｃ
∞
姿
駐
Ｈ

）́
卜
条
ぺ
紳
Ｃ

傘
ｍ

製́
い

′
ヽ
壼
欄
籠

′士
Ｃ
卜
装
装
日

′
∞
終
ぺ
節
Ｃ
燎
ｍ

鐘́
ぺ
墨

。‘
約
卜
）
Ｄ
瑚
澗
剣
剌
湖

Ｃ
匈
ぺ
節
Ｓ
ヽ
や
長
）

′ヽ

―
ミ
ヽ
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璽

）́
Ｃ
マ
ト
図
酬
Ｎ
闘
同
“
雨
ｑ
鋼
ｑ
判
祠
ｑ
呵
封
呵
Ｎ

。
‘
約
卜
）
い
懸
贋
２

０
「
ヾ
莉
）
篠
‘
“
●
朧
‘
「

′条
■
）
黙
Ｋ
冬
椰
条
０

′
壼
Ｃ
ヾ
■
製
巡

掏
“
鞭
Ｃ
ヽ

１
合
ヽ
）
０
“
■

（撫
く口
）
К
↑
ヽ
や
ヽ
日

。
Ｓ
約
製

〉
Ｖ
Ｏ
電
掏
縄
劇
劇
Ч
到
刹
ヽ

ＩＩ
Ｎ
ヽ

）

「
鶉
φ
ｃ
」

畑
」
′
）

ｏ
く口
Ｄ
龍
！
額
Ш
）
Щ
ｄ

ｌ
く

ヽ

ヽ

。
卜
）
躙
鮨
Ｓ
ヽ
前
ヽ
１
ヽ
■

″

′ヽ
Ｃ

口
ぐ

〆
゛
民

”

。
‘

ゆ
卜
）
Ｄ
闘
斑
ｑ
劇
劇
＝
ヽ
刹
―ヽ
刺
「
＝
対
０
叫
畑

ｌｉ
¶
―ヽ
対
Ｏ
Ｎ

ＩＩ
Ｎ
ヽ

壼

ｍ
ぐ

条́
卜

い
某
゛
ぺ
や

つ
慶
択
Ｃ
純

０
゛
眠
）
Ｄ
調
掏

「埋
霧
汁
」

Ｃ
恨
遂
く
攣
々

「バ
軽
ヽ
」

´
”
３
一運
袂
Ｃ
艘
К

Ｃ
）
い
掏

ヽ
―
ミ
ヽ

。
‘

約
卜
）
く
）
誉
０
や
坦
野
Ｃ
）
つ

卿
ヽ

―
ミ
ヽ
）
０
０
つ
網
）
Ｌ
刺
ヽ

―
ミ
ヽ

´
塁
κ

。
‘
莉
卜
）
Ｄ
２
０
“
到
剖
期
制
樹
「
＝
劇
測
ｄ
Ｎ
＝
ヽ
ヽ

／
，

■
「

つ
く
朧
¨
ぺ
蜘
Ｃ
セ
役
煮
Ш

。
‘
莉
役

〉
）
誉
こ
掏
腋
コ
０
¨
コ
劇
刈
籠
判
“
ｄ
ヨ
壼
肛
゛
‘
）
ぺ
や
゛

距
経

´
つ
役
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‘
約
卜
）
誉
０
や
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堅
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邸
ｔ
Ｓ
唱
Ｃ
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）
く
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や
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Ｃ
く
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Ｋ
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ヽ
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Ｈ
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印
訃
苺
８
佃
錠
　
暮
颯
や
中

い
べ
綱
簑

春
Ｒ
く
Ｒ
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゛
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０
掏
燿
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悩
Ｎ
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楔
０
稔
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掏
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唱
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Ｃ
゛
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燿
印
鮨
Ｓ
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製
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つ
¨

杓
）
終
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）
つ
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０
条
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Ｓ
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Ｃ
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択
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捻
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い
）
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Ｃ
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く
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掏
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０
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掏
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く
Ｃ
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螺
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＋
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Ｋ
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Ｗ
Ｋ
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ｋ
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Ｓ
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Ｃ
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０
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Ｒ
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０
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Ｃ
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Ｋ
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Ｒ
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憚
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０
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０
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０
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Ｋ
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５
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Ｃ
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２
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Ｓ
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